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午前９時３０分 開会 

 

開会挨拶 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    おはようございます。第３回臨時会がですね、沢尻議員がＢ型インフ

ルということございますから、まだ引いて３日目ということでありますから今日はお休みとい

うことでございますが、その他の方の全員のご出席をいただいて予定どおり開催の運びとなり

ました。桜前線もですね、ようやっと旭川までは来たようでありますが、まだ富良野線、美瑛

は特にですね、もうちょっとかかるのかなと。今朝もいっつも全休寺のところがいっつも早く

咲くもんですから、今朝回って見てきたんでありますが、葉っぱがやっとちょっと出てきたぐ

らいですからもうやっぱり３、４日、天気が良くて３、４日、一週間ぐらいは遅れるかなとい

うふうに感じるところでございます。４月に入ってですね高温が続き、おかげで農作業等もで

すね順調に進んでいる。去年の二の舞になるんでないかというふうに心配をしとったところで

ありますが、ちょっと雨が降っておるから蒔き付け、植え付け等がちょっと渋っているところ

でありますが、おおむね順調に推移していることは本当に喜ばしいことだなというふうに思う

ところでございます。また、２８日はですね後ほど町長からも行政報告があろうかと思います

が、しらかば清掃センター、粗大ごみの方でですねボヤがあったということでありますが、あ

んまり大事にならずにですね消し止めたっていうことでありますから、良かったなというふう

に思うところでございます。今日はですね、日程的にも大分余裕を持って進めるのかなという

ふうに思うところでございます。よろしくお願いいたします。 

 

開会及び開議宣告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    ただいまから平成２６年第３回美瑛町議会臨時会を開会します。 

本日の会議を開きます。ただいまの出席議員は１３人であります。 

 

美瑛町町民憲章の朗唱 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから美瑛町町民憲章の朗唱を行います。 

（全員起立して町民憲章の朗唱を行う） 

（朗唱文の記載を省略する） 
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招集挨拶 

    

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長から本臨時会招集の挨拶があります。 

(「はい、町長」の声) 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    皆さんおはようございます。平成２６年第３回美瑛町議会臨時会、沢尻

議員さんは欠席ということでありますけども、それぞれ議員の皆さん方お忙しい中、議会を開

催をいただきましたことに心から感謝を申し上げるところであります。また、議員各位には休

会中におきましても、後ほど行政報告等で申し上げますが、いろんな取り組み等に皆さん方の

お力をいただき、またご指導いただいておりますことに改めて心から感謝を申し上げるところ

であります。ただいま議長の方からお話がありましたとおり、今年また雪等、春先どんなこと

になるのかなと不安な状況もありましたけども、急激に春を迎えて何か初夏の様相まであるよ

うな日もあるということで、農家の方々、またいろんな仕事をされている方々、忙しい思いを

されているというふうに思っていますが、しっかりと良い出来秋を迎える、そんな取り組みを

進めればということで期待をしているところでありますが、一方では急激に忙しくなったこと

等もありますんで、災害、事故等起こらないように我々もいろんなところで、そういった申し

入れと意見交換等をさせていただければというふうに思ってます。また先日は、急激に寒い日

が来まして霜の被害等も出たということでありますから、こういった部分についても十分注意

をしていかなきゃならんというふうに思っているところであります。 

今議会におきまして提案をさせていただきます内容について説明をさせていただきますが、

議案第１号につきましては専決処分であります。平成２５年度美瑛町一般会計補正予算につき

まして、地方自治法の規定により専決をいたしました。議会の承認をお願いするものでありま

す。歳出では公共施設等整備基金、福祉基金及びその他基金への積み立て、歳入では地方譲与

税及び特別交付税等の額の確定による補正であります。 

議案第２号につきましても専決処分であります。平成２５年度美瑛町水力発電事業特別会計

補正予算につきまして、地方自治法の規定により専決をいたし、議会の承認をお願いするもの

であります。歳出では事業の確定等に伴う執行残の整理であり、歳入は売上収入及び補正予算、

歳出補正に伴う財源の調整による基金繰入金の減額などを行うものであります。 

議案第３号でありますが、平成２６年度美瑛町一般会計補正予算であります。歳出で主なも

のは異業種の人材育成研修事業、臨時福祉給付金等の支給事業、家畜自衛防疫補助事業、イベ

ント推進事業などの補正であります。歳入では歳出補正に伴う国、道支出金、寄附金、町債等



 

－ 7 － 

の補正及び繰越金の補正であります。 

議案第４号から議案第９号、請負契約の締結についてでありますが、美田へき地保育所建設

工事など６件の請負契約の締結について提案をさせていただくものであります。 

以上、議案９件につきましてご提案をさせていただきます。ご審議をいただき、お認めいた

だきますようよろしくお願いを申し上げます。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議

規則第１２６条の規定によって、２番森平真也議員と７番花輪政輝議員を指名します。 

 

諸般の報告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから諸般の報告を行います。 

事務局長。 

○議会事務局長（○議会事務局長（○議会事務局長（○議会事務局長（後路宜伸後路宜伸後路宜伸後路宜伸君）君）君）君）        

（諸般の報告をする） 

（報告文の記載を省略する） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第２ 議会運営について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第２、本臨時会の議会運営について山家慶治議会運営委員会委員

長の報告を求めます。 

(「はい」の声) 

はい、山家委員長。 

（議会運営委員会委員長 山家 慶治君 登壇） 

○議会運営委員会委員長（山家慶治議員）○議会運営委員会委員長（山家慶治議員）○議会運営委員会委員長（山家慶治議員）○議会運営委員会委員長（山家慶治議員）     

(議会運営についての報告をする) 

(報告文の記載を省略する) 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで議会運営についての報告を終わります。 
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日程第３ 会期の決定について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第３、会期決定の件を議題とします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は本日１日に決定したいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「なし」の声） 

異議なしと認めます。従って会期は本日１日と決定しました。本日の議事日程は、議会運営

委員会の報告のとおりであります。 

 

行政報告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

（「はい」の声） 

浜田町長。 

（町長 浜田 哲君 登壇） 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    行政報告を申し上げます。６件について報告をさせていただきますので

よろしくお願いいたします。まず第１点でありますが、西武そごう北海道物産展の出店であり

ます。企業の方から北海道物産展に美瑛町の方で対応できないかというお話があり、東京アン

テナショップの方とのいろんな連携を進めているところでありますけども、そういったところ

でお話をいただきました。時期的に美瑛町ばかりで出店するという品物もありませんので、美

しい村の北海道ブロックの町村に働きをかけまして実施をさせていただいているところであ

ります。日程については、池袋、横浜、千葉店、記載のとおりでありますが、池袋、横浜店は

もう終了して、横浜店については現在進行中でありますが、池袋本店については終了して、か

なりのお客さんも来ていただいてるということであります。これは、他の美しい村以外の物産

展との協同でありますけども、情報発信をこういったものを使いたいということで、現在そご

う西武につきましては、美しい村の本体の方に１００万円の寄附金をいただいている企業でも

ありますので協力をしているところであります。 

続きまして２点目、北瑛小麦の丘体験交流施設の開設でありますが、議員の皆さん方にも出

席、参加をいただいて大変感謝を申し上げるところでありますが、４月１５日にオープニング

のパーティー、４０名の参加と北瑛地区の交流会５１名参加ということであります。４月２２

日にはビブレのオープン、レストラン棟をオープンをさせていただいたところであります。今
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後、美瑛町の食文化や食の水準の向上に寄与していただくこと、また美瑛の情報発信にもいろ

んな取り組みをしていただければというふうに願っているところであります。 

続きまして３点目、北瑛小規模多機能型居宅介護施設の開設であります。施設名につきまし

ては、慈光園の多機能施設ほたるという名前を付けているところであります。開所式は４月２

６日、議員の皆さん方にもご出席をいただきました。地域の方々にも多く参加をしていただい

て開催をさせていただいたところでありますけども、地域密着型のサービスの一つとして施設

が建設されました。平成１８年度より美瑛町内を４つの日常生活圏域ＡからＤということで分

けて整備を進めてきましたが、その最後の圏域に開設をしたものであります。Ａ地区について

は市街地区、周辺地区、Ｂ地区については朗根内を中心とした圏域、Ｃ地区につきまして美馬

牛を中心とした圏域、Ｄ地区につきましては旭、北西を中心とした圏域ということであります。

今後、介護保険の改訂等でも在宅へのシフトということが大きな課題となってくるというふう

に情報を得てます。そういった中で在宅をしながら、高齢者の方々、またいろいろと障害のあ

る方々が施設を使って快適に地域の中で過ごしていただければというふうに願っているところ

であります。慈光会の皆さん方には大変、また今後ともよろしくお願いを申し上げるところで

あります。 

続きまして第４点でありますが、町内でのＰＥＤ豚流行性下痢の発生についてであります。

発生日が４月１８日、１９日、発生件数は２件、発生状況でありますが哺乳豚１７０頭に嘔吐

や下痢の症状があり、病理組織学的検査の結果、４月２１日、２２日に患畜確定となったとこ

ろであります。町といたしまして交通規制及び現地出入り口の石灰散布等の支援のほか、上川

家畜診療所の指導のもと衛生管理の徹底、まん延防止策を講じているところであります。大変

新聞等でも大きな情報となって、この件につきまして報道されました。町といたしましても森

町で発生をした段階で、美瑛町にこういった病気が発生しないようにということで消毒等を行

ってまいったところでありますし、また洗浄機械の用意等も町も補助をさせていただきながら

取り組みを進めてきたところであります。原因が全くつかめないということで感染ルート等を

確定することは難しい状況でありますけども、今後とも適正な対応しながら、こういった病気

の発生等しないように対応していかなきゃならんというふうに思っているところであります。

畜産農家の方々大変厳しい環境等でありますけども、農協とも協議をしながら今後支援対策等

進めていかなきゃならんというふうに考えているところであります。法律で指定された病気で

ないもんですから、基本的には農家の方々の自主的な対応ということで、出荷等も自主的な停

止というような形になっていかざるを得ません。こういった部分についても、非常に農家の方

に負担のかかる病気だというふうに判断をしているところであります。今日からですね、５月

２日より出荷再開の今予定を立てています。１１時４０分から一頭ずつ検査をして、そしてト

ラックに積み込むという段になっておりますので、今後びえい豚の流通等も確保されていくと
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いう状況であることをご報告を申し上げます。 

続きまして５番目の町道民税の還付加算金の未払いについてでありますが、未払い件数及び

金額は５２件、２５万８６００円であります。原因につきましては、還付加算金に係る起算日

の解釈の誤りであります。対応につきましては訪問による内容説明、支払い手続きを実施、町

外者には文書での支払い手続きを実施したところであります。今後、こういったことないよう

に十分に注意を払っていきたいというふうに思ってますが、今回の加算金の未払いについては

各地で起こっており、全体的な解釈、法なり制度の解釈について課題があったというふうに捉

えているところであります。 

続きまして６番目、白樺清掃センターにおける火災の発生であります。先ほど議長さんの方

からもお話ありましたが、出火日時は４月２８日午後２時１５分、午後３時３７分に鎮火をし

たところであります。白樺清掃センター内の破砕機供給コンベア部分での火災の発生でありま

す。破砕機の一部が焼損したところであります。原因については調査中であります。この部分

につきましても、大変ご迷惑等をかけたところでありますけども、４月２９日にごみの直接搬

入を一時規制をかけております。３０日には通常どおり受け入れ業務を開始したところであり

ますが、今後の対応として粗大ごみの危険物除去を徹底するとともに、町民の方々への周知を

行っていかなきゃならんと、さらにまたそういったことについての周知を強めていかなきゃな

らんというふうに考えているところであります。以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これで行政報告を終わります。 

 

日程第４ （議案第１号） 美瑛町民有林環境保全基金条例の制定について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第４、（議案第１号）、美瑛町民有林環境保全基金条例の制定につ

いての件を議題とします。議案第１号について、穂積産業経済常任委員会委員長の報告を求め

ます。 

（「はい」の声） 

はい、穂積委員長。 

（産業経済常任委員会委員長 穂積 力議員 登壇） 

○委員長（穂積○委員長（穂積○委員長（穂積○委員長（穂積    力議員）力議員）力議員）力議員）    おはようございます。委員会結果報告を朗読をもって報告に代えさ

せていただきます。 

（報告書の朗読を省略する） 

よろしくお願いします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑ありませんか。 
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（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで委員長報告に対する質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第４、議案第１号の件を採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。

議案第１号、美瑛町民有林環境保全基金条例の制定についての件を、委員長の報告のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

挙手多数であります。従って議案第１号の件は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

日程第５ 議案第１号 専決処分について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第５、議案第１号、専決処分について承認を求める件を議題とし

ます。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、総務課長」の声） 

はい、石井総務課長。 

（総務課長 石井 典夫君 登壇） 

○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）    おはようございます。議案第１号の提案理由につきましてご説明を

申し上げます。議案集は１頁からになります。今回の専決処分につきましては、平成２５年度

美瑛町一般会計補正予算第１０号について平成２６年３月３１日に専決しましたので、地方自

治法の規定により報告し承認をお願いするものでございます。専決した補正の内容につきまし

ては、各種交付金等の額が確定したことに伴う公共建設等整備基金ほか３基金への積み立てな

どが主なものでございます。なお、平成２５年度末の基金の状況につきましては、配布いたし

ました平成２５年度末一般会計基金の積み立て状況のとおりでございます。土地開発基金まで

含めた現在高は３８億３０２３万９千円で、ルールに基づき公共施設等整備基金に積み立てま

した地域経済活性化雇用創出臨時交付金１億２千万円を除く実質年度末現在高は３７億１０

２３万９千円となり、２４年度末現在高と比較いたしますと２億８６２９万６千円増加いたし

ました。また、備荒資金組合の超過分２億３７０万５千円を加えますと総額で３９億１３９４

万４千円となります。それでは議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

次に補正予算条文を朗読いたします。２頁になります。 
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（補正予算条文の朗読を省略する） 

それでは事項別明細書の歳出から説明をいたします。８頁をお開き願います。事項別明細書

の歳出でございます。第１２款諸支出金、第１項普通財産取得費、第１目公共施設等整備基金

費、補正額５千万円の追加でございます。財源確保による積み立てでございます。第５目福祉

基金費、補正額６２９万８千円の追加でございます。これにつきましても財源確保による積み

立てでございます。第６目丘のまちびえいまちづくり基金費、補正額１０万２千円の追加でご

ざいます。ふるさと納税の４件分でございます。２５年度計では全体では３７件、総額で１７

０万６千円ということになりました。第８目人づくり育成基金費、補正額７５００万円の追加

でございます。これにつきましても財源確保による積み立てでございます。 

次に歳入について説明いたします。４頁へお戻り願います。第２款地方譲与税、第１項地方

揮発油譲与税、補正額１７４万４千円の減額でございます。交付額確定による減でございます。

第２項自動車重量譲与税、補正額１８９４万１千円の減額でございます。 

第３款利子割交付金、第１項利子割交付金、補正額１３万３千円の減額でございます。交付

額確定に伴う減でございます。 

第４款配当割交付金、第１項配当割交付金、補正額１５７万２千円の追加でございます。こ

れにつきましても交付額確定による追加でございます。 

第５款株式等譲渡所得割交付金、第１項株式等譲渡所得割交付金、補正額２６３万４千円の

追加でございます。交付額確定に伴う追加でございます。 

第６款地方消費税交付金、第１項地方消費税交付金、補正額３１９万３千円の追加でござい

ます。交付額確定による追加でございます。 

第７款ゴルフ場利用税交付金、第１項ゴルフ場利用税交付金、補正額４５万３千円の減額で

ございます。交付額確定に伴う減でございます。 

第８款自動車取得税交付金、第１項自動車取得税交付金、補正額１８３０万円の追加でござ

います。交付額確定に伴う追加でございます。 

第９款地方特例交付金、第１項地方特例交付金、補正額６３万８千円の追加でございます。

交付額確定に伴う追加でございます。 

６頁になります。第１０款地方交付税、第１項地方交付税、補正額１億２６３６万５千円の

追加でございます。特別交付税の交付額確定に伴う追加でございます。 

第１１款交通安全対策特別交付金、第１項交通安全対策特別交付金、補正額１４万２千円の

減額でございます。交付額確定に伴う減でございます。 

第１７款寄附金、第１項寄附金、補正額１０万２千円の追加でございます。まちづくり寄附

金４件分でございます。 

第２０款諸収入、第５項雑入、補正額９千円の追加でございます。その他雑入でございます。
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３頁の第１表は説明を省略いたします。以上で議案第１号の提案理由の説明を終わります。よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。初めに平成２５年度美瑛町一般会計補正予

算の歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出全款についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。次に議案集の４頁から７頁まで、歳入歳出補正予算事項別明細

書の歳入全款についての質疑を許します。 

（「はい、７番」の声） 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。４頁の歳入、第７款ゴルフ場利用税交付金、第１項ゴ

ルフ場利用税交付金マイナス４５万３千円について伺います。このマイナスの原因、理由など

ですがゴルフ場の利用状況が減少しているものと思いますが、利用者の状況はどのような状況

になっているのでしょうか伺います。 

（「はい、総務課長」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議正議正議正議員）員）員）員）    はい、石井総務課長。 

○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）    ゴルフ場利用税交付金につきましては、北海道の方に納付されて北

海道からルールに基づいて市町村にそれぞれの所在市町村に交付されるものでございます。確

かに今回４５万３千円、当初予算に比べまして減額になったと。利用数でいきますと割り返し

で計算いたしますと５５２５人掛ける１人当たり２８０円という額が交付されるわけでござ

いますが、やはりここ数年、特に５年位前からですね、かなり利用者数が落ちてきていると。

これは美瑛町であれば白金ゴルフ倶楽部ということでございますが、美瑛町に限らず東神楽そ

れから東川、旭川市それから鷹栖それぞれこの中央部においてもそういったような状況がみら

れます。一部旭川市内にある一つのゴルフ場については結構伸びてるというお話でございます

が、いずれにしても非常にゴルフ人口が落ちてきているというのも現実だろうというふうに思

っております。今後どういったことになっていくかはちょっとなかなか見えないわけですけど

も、今後また新たに増えてくるっていうのはなかなか難しいだろうなと。それぞれのゴルフ場

でですね営業努力、企業努力等々やっていかないとなかなか落ち込んだものを増やしていくっ

ていうのはなかなか難しいだろうと。いずれにしましても町としては、道から配分される、交

付される額をもって収入ということでございますんで、今後の動向等については引き続き注視

していきたいというふうに考えております。以上です。 

（「はい、７番」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、花輪議員。 
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○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    大変残念ながら利用者が減少しているということで残念な事でありま

すが、当町としてはやはり固定資産ということでは大きな影響もありますので、今後の経営状

況について再度どのような考察をされているのかについて伺います。 

（「はい、総務課長」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、石井総務課長。 

○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）    白金ゴルフ倶楽部の経営、今後どういうような方向で推移されるの

か、その辺どういうふうに考察してるのかというお尋ねでございますけども、なかなか現実に

私たちが、私どもが今後どういうような方向っていうのはなかなかつかみ切れない部分もあり

ます。確かに議員言われるとおり固定資産等々も見ましてもですね、あれだけのコースとそれ

からクラブハウス等々入れますと、かなりの年間の税にもなります。ゴルフ場利用税は２００

万円弱でございますけども、固定資産という部分になりますと桁が違うという部分もあります。

私どもとしてはですね、できる限り安定した経営を行っていただきたいと、そういったことを

願うだけでございます。いずれにしても、今後についても注視して見ていきたいということで

ご理解をいただきたいというふうに思います。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。次に議案集の１頁から３頁まで、議案第１号本文と平成２５年

度美瑛町一般会計補正予算の条文及び第１表歳入歳出予算補正についての質疑を許します。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで議案第１号についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第５、議案第１号の件を採決します。議案第１号、専決処分について承認を求

める件を承認することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

挙手多数であります。従って議案第１号の件は承認することに決定しました。 

 

日程第６ 議案第２号 専決処分について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第６、議案第２号、専決処分について承認を求める件を議題とし
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ます。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、農林課長」の声） 

はい、大西農林課長。 

（農林課長 大西 能正君 登壇） 

○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）    おはようございます。よろしくお願いいたします。それでは議案第

２号、専決処分についての提案理由についてご説明を申し上げます。議案集の１０頁をご覧を

いただきたいと思います。平成２５年度美瑛町水力発電事業特別会計補正予算につきまして、

地方自治法の規定により３月３１日専決いたしましたので議会の承認をお願いするものでご

ざいます。歳入では、発電事業収入の確定と繰入金の確定によるものが主なものでございます。

歳出では、基金積立金の確定それから給与、諸手当及び需用費等の事業費確定によるものの精

査によるものでございます。それでは議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

次に補正予算の条文を朗読いたします。議案集の１１頁になります。 

（補正予算の条文の朗読を省略する） 

次に歳入歳出事項別明細書によりご説明を申し上げます。１５頁の歳出よりご説明を申し上

げます。 

歳出、第１款総務費、第１項総務管理費、補正の額７３万９千円の減。主な理由は、人事異

動に伴う給与及び手当等の減によるものでございます。 

第２款発電施設費、第１項施設管理費、補正の額５３万７千円の減。主な理由は、執行残の

整理によるものでございます。 

第３款基金積立金、第１項基金積立金、補正の額７７８万８千円の減。主な理由としまして

は、歳入の減による積立金の減額によるものでございます。なお、計の欄の３千円につきまし

ては基金の利息額を積み立てるものでございます。 

第４款予備費、第１項予備費、補正の額１０万円の減。主な理由は、執行残の整理によるも

のでございます。 

前の頁、歳入に戻ります。歳入、第１款発電事業収入、第１項発電事業収入、補正の額４０

５万１千円の減。主な理由は、売電収入の減によるものでございます。 

第２款繰入金、第１項繰入金、補正の額５１２万１千円の減。主な理由といたしまして、歳

出で減額いたしました基金積立金との相殺によるものでございます。 

第３款諸収入、第１項預金利子、第１目預金利子、補正の額１千円の増。主な理由としまし

て、基金の預金利子の精査によるものでございます。第２項雑入、第１目雑入、補正の額７千

円の増。理由といたしましては、予算書の端数整理によるものでございます。前頁、第１表歳

入歳出予算補正は省略をさせていただきます。以上です。よろしくお願いをいたします。 
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○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。議案第２号本文と平成２５年度美瑛町水力

発電事業特別会計補正予算の条文及び第１表歳入歳出予算補正並びに歳入歳出補正予算事項

別明細書の歳入歳出全款についての質疑を許します。 

（「はい、７番」の声） 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。歳入のですね１３頁、１４頁ですが、第１款発電事業

収入、第１項発電事業収入マイナス４０５万１千円について伺います。先ほどのご説明で売電

収入が減少したということですが、具体的にどのような原因、利用などの事由によってですね

減少したのでしょうか伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、農林課長。 

○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）    はい、売電収入の減額理由でございますけれども、２５年途中で発

電機の部分から漏水が発覚いたしまして発電を続けることができない状況に落ちましたので、

それを停止をし修繕をいたしました。昨年途中で補正をしていただいた部分でございますけれ

ども、約２３日間修繕に費やしました。また後、昨年の融雪の遅れから４月の１８日から５月

の３０日までの間、例年取れる水量が確保できなかったということで出力を上げることができ

なかったために減額が生じたものでございます。２４年度の対比でございますけれども３月で

約１９万円の減、それから４月で２７６万円４千円の減、それから５月で１９９万６千円の減

ということで、全体で４９５万の２４年度との対比で差が出ております。こういったことが原

因でございます。 

（「はい、７番」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    今後、発電機については修理したんだから、今後は目標といいますか、

発電の状況が順調にいくのではないかと思いますが、この２５年度のマイナスの状況からです

ね今後の状況についてどのように考察されているのでしょうか伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、農林課長。 

○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）    はい、今後についてですけれども２５年度に精密点検を行いました。

その結果が報告されております。水車等については、１０年以上経っておりますけれども通常

の摩耗といいますか、そういったものは見受けられるけれども大きな損傷等は発見ができない

ということでございますので、漏水した部分それからそれと付随して今後漏水が心配される部

分につきましては、その精密検査の段階で止水対策等を行っておりますので、今後につきまし

ては一昨年と同様の発電を確保できるというふうに考えております。 
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○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

はい、質疑なしと認めます。これで議案第２号について質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第６、議案第２号の件を採決します。議案第２号、専決処分について承認を求

める件を承認することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

挙手多数であります。従って議案第２号の件は承認することに決定しました。 

 

日程第７ 議案第３号 平成２６年度美瑛町一般会計補正予算について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第７、議案第３号、平成２６年度美瑛町一般会計補正予算につい

ての件を議題とします。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、総務課長」の声） 

石井総務課長。 

（総務課長 石井 典夫君 登壇） 

○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）○総務課長（石井典夫君）    議案第３号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議案集

は１７頁からになります。今回の補正予算の主なものは、ヤフー株式会社と連携した異業種人

材育成研修費用の追加、国が実施する臨時福祉給付金及び子育て世帯特例給付金支給事務に係

るシステムソフト構築費用の追加、家畜自衛防疫組合へのＰＥＤ豚流行性下痢防疫対策費の追

加、イベント推進及び丘のまちびえいヘルシーマラソン補助金等の追加などでございます。そ

れでは議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

それでは事項別明細書の歳出から説明いたします。２２頁をお開き願います。第２款総務費、

第１項総務管理費、第７目地域振興費、補正額２５０万円の追加でございます。ヤフー株式会

社との連携事業として実施する異業種間におけるコラボレーション研修費の追加でございます。 

第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目社会福祉総務費、補正額１２７万５千円の追加で

ございます。臨時福祉給付金支給事務に係るシステムソフト導入費用の追加でございます。第

２項児童福祉費、第１目児童福祉総務費、補正額２１万６千円の追加でございます。福祉給付

金支給事務と同様にシステムソフト導入費用の追加でございます。子育て世帯臨時特例給付金
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支給事務に伴うものでございます。 

第５款労働費、第１項労働諸費、補正額２２０万８千円の追加でございます。地域人づくり

事業業務委託として２２０万８千円でございます。緊急雇用創出推進事業を活用し雇用拡大を

図る町内企業への委託費の追加ということでございます。 

第６款農林水産業費、第１項農業費、補正額４１万７千円の追加でございます。家畜自衛防

疫補助事業、家畜自衛防疫組合へのＰＥＤ豚流行性下痢防疫対策費用の追加でございます。 

２４頁になります。第７款商工費、第１項商工費、第３目観光費、補正額４２万７千円の追

加でございます。道所管の望岳台公衆トイレの清掃委託料等の追加でございます。第６目イベ

ント推進費、補正額９６５万７千円の追加でございます。イベント推進事業では、大会名称変

更等による看板等の更新及びイベント用法被の製作費等の追加で４６５万７千円、もう１点は

ヘルシーマラソン事業の補助金でございますが、ヘルシーマラソン実行委員会への主催企業か

らの負担金交付方法の変更に伴う補助金の追加でございます。 

次に歳入について説明をいたします。２０頁へお戻り願います。第１４款国庫支出金、第２

項国庫補助金、第２目民生費補助金、補正額１４９万１千円の追加でございます。臨時福祉給

付金及び子育て世帯臨時特例給付金支給事務システムソフト導入補助金の追加でございます。 

第１５款道支出金、第２項道補助金、第４目労働費補助金、補正額２２０万８千円の追加で

ございます。地域人づくり事業実施に伴う道補助金の追加でございます。 

第１７款寄附金、第１項寄附金、補正額５００万円の追加でございます。丘のまちびえいヘ

ルシーマラソン開催に係る主催企業からの寄附金でございます。 

第１８款繰入金、第１項繰入金、補正額１５０万円の追加でございます。異業種人材育成研

修事業の実施に係る繰入金の追加でございます。 

第１９款繰越金、第１項繰越金、補正額１２０万１千円の追加でございます。前年度繰越金、

２５年度の繰越見込み額でございますが、おおむね数字は出てきております。大体１億５千万

円程度の見込みというふうに今組んでおります。２千万円ほど当初で計上しておりますんで、

保留財源が１億３千万円強は確保できるだろうという見込みでございます。 

第２０款諸収入、第５項雑入、補正額１００万円の追加でございます。いきいきふるさと推

進事業補助金、異業種人材育成研修事業実施に係る市町村振興協会からの事業補助金でござい

ます。 

第２１款町債、第１項町債、第５目商工債、補正額４３０万円の追加でございます。イベン

ト推進費の追加に係る町債の追加でございます。 

続きまして第２表の説明をいたします。１９頁へお戻り願います。町債の総額に４３０万円

を追加し総額を１５億７６６０万円とするものでございます。起債の目的、変更前限度額、変

更後限度額のみ申し上げます。第２表地方債補正、変更、起債の目的、過疎対策事業、変更前
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限度額７億３０２０万円、変更後限度額７億３４５０万円、合計、変更前限度額１５億６８３

０万円、変更後限度額１５億７２６０万円。 

１８頁、第１表歳入歳出予算補正の説明は省略をいたします。以上で議案第３号の提案理由

の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    議案第３号について質疑を行います。議案集の２２頁から２５頁まで、

初めに平成２６年度美瑛町一般会計補正予算の歳入歳出補正予算事項別明細書の歳出全款に

ついての質疑を許します。 

（「はい、７番」の声） 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番。２２頁及び２３頁、第６款農林水産業費、第１項農業費、第３

目畜産業費４１万７千円。先ほど町長の行政報告にもありましたが、町内のＰＥＤが発生とい

うことでございますが、この分の４１万７千円の補正額は具体的にはどのような助成の内容な

のでしょうか。また、子豚の死亡など具体的な被害の状況などについても伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、大西農林課長。 

○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）○農林課長（大西能正君）    はい、お答えをさせていただきます。４１万７千円の分につきまし

ては、動噴洗浄機の導入に当たる分としまして１台２０万円の４戸分で８０万円。それから、

民間の獣医さんを導入いたしまして親豚の早期抗体を作るための指導を受けたことで、それに

対するものが１０万円。残りにつきましては石灰等の消毒等を行っておりますので、それらの

購入費に当たるものとして計上させていただいております。ただし、合計の金額の３分の１を

町で補助をすると、３分の１ＪＡさん、そして３分の１はご本人ということで計算をさせてい

ただいております。 

それから現在までの状況でございますけれども、養豚農家さん４件で約８３００頭ほどの豚

がおりますけれども、昨日５月１日現在、ですから４月３０日までの子豚の死亡頭数でござい

ますけれども合わせまして３９２頭、２件合わせまして３９２頭今まで亡くなっております。

毎日大体、親豚１頭もしくは２頭から１０頭ほど子豚が生まれてまいりますけども、この病気

が発生する前それからこれが沈静化するまで約前後で５週間ほどかかろうかと思いますが、両

農家さん合わせて１千２、３００頭ぐらいの子豚が亡くなるではないかという予測を立ててお

ります。これは実際に終わってみないとわかりませんけれども、最悪それぐらいの子豚が亡く

なるのかなというふうに考えております。以上です。 

（「はい、７番」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    大変な被害が出て本当に残念な状態でございますが、今後も支援につ
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きまして、ただ今行政報告の中でも町長の方から支援を考えておるという力強いお言葉があり

ましたが、具体的にですねワクチンなどのですね助成は検討されているのでしょうか。大変ワ

クチンは有効なようですが、全国的には少なくてなかなか手に入れることが現在難しいようで

ございますが、まずワクチンの助成の件。もう一つは消石灰、石灰なんですが、聞くところに

よりますとですね被害がまん延しないようにということでは、１回の散布が２０杯から３０杯、

１週間に２回ぐらいは搬入の問題もありますので、撒かなければいけないというようなことが

あるようでございまして大変なようでございます。今後もですね、やはりおよそ１年間ぐらい

は屠場でもですね、やはり地域からそうしたＰＥＤに罹ったというような豚の屠殺場への出入

りは普通の豚よりも差別されるというようなことがありまして、およそ１年間ぐらいはやはり

罹らないような対策がしっかりと行われていく必要があるようでございますので、その消石灰、

石灰などの今後の助成などについても検討されているのでしょうか伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    私の方から再質答弁を差し上げますが、花輪議員さん、よく情報を持っ

ておられるなというふうに思って今伺っておりました。基本的に今回のＰＥＤにつきましては、

先ほども行政報告で申し上げましたとおり、原因についてはつかめないというのが現状であり

ます。ウィルスの遺伝子の状況を見ると、流れとしては中国で発生したもの、アメリカで去年

発生したもの、それと今日本で約３０数件にわたるところでこの病気が発生してますけども、

そのウィルスの遺伝子が非常に繋がりがあるというふうなことですから、この部分について本

当に幅広い感染源を想定しなければ対応できないというふうに考えています。そういう意味で

は肥料ですとか、一方では車関係ですとか、鳥によるウィルスの持ち込みですとかこういった

ことも含めてですから、非常に対応としては厳しい環境が見込まれています。そんな中で我々

といたしましては、今回の対応につきましていろいろ勉強させていただいてますけども、議員

言われるとおりウィルスに対するワクチンが非常に有効であるということでありますけども、

このワクチンの流通については非常に限度があるということであります。実は赤井川村で先日

確定をしたところでありますけども、赤井川村においては企業の養豚場でありまして、この企

業等ではワクチンを普段から使っているということであります。我々のような一個人の農家の

方々が経営するものについては、普段からワクチンの流通の中に入ってないということで優先

されないという状況、ワクチンの量が少ないということでそういう状況であります。赤井川村

の状況を電話等で確認したところ、ワクチンを打ちながら対応していると今そんな状況である

というふうに伺ってます。町といたしましては今後、当然農協さんなり関係機関との連携をし

ながらということでありますけども、上川の家畜保健所等もいろいろ連携しながらお願いして

いくことになりますけども、まずワクチンの確保について要請していくと。これについては非
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常に重要な案件でありますので、町としてもこの部分について申し入れをするというようなこ

とを検討していきたいというふうに思ってます。しかし、ワクチンの量が少ないということで

ありますから、そのことが要請通りになるかどうかというのは非常に危ぶまれるとこがありま

すので、そういった面からしますと免疫性を確保するための対応として、獣医師さんによるい

ろんな取り組みについて今後ともご指導をいただくということになるというふうに思ってい

ます。それからもう一つは、ご指摘いただきましたとおり発生元からの更にまた感染の拡大と。

これを防がなきゃならんということでありますから、この部分についても消毒について非常に

大きなお金が掛かるんではないかと予測されてます。議員ご指摘のとおり、やはり一年単位で

の対応が必要ということになりますと、これはもう農家の方々が蔓延を他のところに広がるの

を防止する政策を農家の方々に任すというのは厳しいことだというふうに思ってますので、こ

の辺については関係機関と協力し合って資金的な提供をしながら地域としての責任として取

り組むことが重要でないかというふうに認識をしているところであります。そんなことから今

後の状況等を十分に踏まえながら、今後議員の皆さん方にも補正予算等でこういうふうになり

ますからということを今後お願いをするようなことになるかと思いますけども、ぜひご理解を

いただいていければなというふうに思っているところであります。それからもう１点、やはり

親豚はですねワクチンなりいろんな対応の仕方によって免疫性は確保されながらとういうこ

とになりますと、今後このウイルスが侵入しきても免疫を持っていれば影響を受けないという

ことで、このことについては非常に方向性を見据えることができるのかなというふうに思って

いますけども、今回の部分について親豚はそのようにウイルスが体の中で、人間の体の中で風

邪が治るようにウィルスを消滅させていければ親豚は生存していくことになりますけども、子

豚についてはその部分が免疫性が取れませんので死んでいくということになります。それが大

きな被害になってきますので、個人の経営に対する被害支援というものがどの程度できるのか、

ただやはり各地で災害等起きてまして、今のような世の中ではどこで災害が起きるかわからん

と。災害が起きたときにやはり予想もつかないような部分についてですね個人の災害だから支

援できないというようなことが、今までの慣例としてはそういうことでありますけども、今後

の時代の推移を見ますと町といたしましても農業の振興基金等もありますんで、こういった部

分からどういった支援ができるのか、これは十分今のところ町長としても考え方をまとめきれ

ておりませんので、関係機関とよく十分に協議をしながら支援が可能な部分について検討して

いきたいというふうに思ってところであります。以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    他に質疑ありませんか。 

（「はい」の声） 

はい、１１番角和議員。 

○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）○１１番（角和浩幸議員）    １１番角和でございます。私も同じく畜産業費について、若干重複
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いたしますがご質問させていただきます。美瑛の畜産農家さん、森町でＰＥＤ発生して以来非

常に慎重に対応され、また徹底した防疫体制に取り組まれてまいりました。しかしその上でも

発生をしてしまったということで、ある意味被害者としての側面が非常に大きいかなというふ

うに捉えております。そこでもう先ほど来から出ておりますけれども、子豚の死亡による経済

的な損失かなり大きいものがございます。また、法定ではないということなので自主的対応で

負担が掛かって、先ほど町長からの報告もございました。まさにその通りでございまして、輸

送コストなどにつきましても農家さんへの負担が今後も掛かってくるかなということが予測

されている状況でございます。ただ今、町長から個人的な災害についての支援についても十分

考えていくという力強いご答弁がございましたが、改めてでございますけれども経済的な損失

についての行政支援のあり方について町長のお気持ちを重複いたしますが、もう一度お尋ねを

させていただきたいと思います。 

（「はい」の声） 

○議長（○議長（○議長（○議長（齊藤齊藤齊藤齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    今回、こういう予想もできないことが発生したと。実は先ほど申し上げ

ましたとおり、森町で発生して美瑛町本当に早いうちにですね消毒等を行ったと。また、車の

洗車機などの導入も準備したというふうなことで対応は早い対応でありましたけども、こうい

うものが発生したということで大変残念に思っているところであります。以前に牛の方でもい

ろんなことがあったりですね、こういうこと等に対しての対応がどういう今後の前例として理

解をしていただけるようなものとして組み上げていけるのか、この辺について十分内部で協議

をさせていただき、また関係機関とも協議をさせていただいて適正な前例となるように対応し

ていかなきゃならんというふうに思ってます。そんなことで、今のところどこまでの部分につ

いて考えているということは言い切れない部分、私自身も判断がつかない部分が多くあります

ので、今後とも議員各位また関係機関等のご意見等いただきながら整理をさせていただきたい

というふうに思ってます。ただ、ウィルスへの対応という部分についてはもう待ったなしであ

りますから、こういった消毒等の事業等につきましては率先して対応するべく進めていきたい

と考えてますので、これについてはご理解いただきたいというふうに、そういったことを取り

組んでいくということでご理解いただきたいというふうに思ってます。以上であります。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。 

次に、議案集の２０頁及び２１頁、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳入全款についての質

疑を許します。 

質疑ありませんか。 
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（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。 

次に、議案集の１７頁から１９頁、平成２６年度美瑛町一般会計補正予算の条文及び第１表

歳入歳出予算補正並びに第２表地方債補正についての質疑を許します。 

（「はい、７番」の声） 

はい、７番花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    ７番議員です。１８頁ですね、第１表の２の歳出なんですが、第７款

商工費、第１項商工費、補正額１００８万４千円、この中にですね望岳台のトイレの清掃費４

２万７千円が計上されていますが、その望岳台のトイレ、当初廃止をされるというようなこと

で白金の観光産業に携わる関係者の皆さんが大変心配していましたが、本年度は共用を開始さ

れるということでありますが、どのような状況でしょうか伺います。 

（「はい、経済文化振興課長」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、武井課長。 

○経済文化振興課長（武井一真君）○経済文化振興課長（武井一真君）○経済文化振興課長（武井一真君）○経済文化振興課長（武井一真君）    ちょっとここで来ると思わなかったんでびっくりしたんで

すけど、お答え申し上げます。白金台の望岳台、企業がやっておりますところでございますが、

ずっと今まで営業をされてきたんですが、昨年末にちょっと経営的な部分で非常に難しいとい

うお話をいただきまして、今言われます温泉組合さんも含めてですね、実はあの企業が経営し

ている建物から水を供給してございまして、今言うようにその企業が休止をするということに

なると、その水の供給も非常に難しい部分が出てくるというところから協議を重ねてきました。

それで、建物自体は北海道が建てたものでございますが、維持管理につきましては町の方でし

ているということで、これまで毎年６０万円強の予算をもちまして水の供給、さらに清掃こう

いうものを含めてやってございました。そんな中で企業がそういう形なものですから、北海道

さんと十分に協議をしたんでございますが、当初予算計上する段階までには結論に至らなかっ

たということでございまして、その後北海道さんとのいろんな協議の中で、トイレを休止とい

いますか使えない状態にするのは非常に難しいことだし、来られる方々に対してもご不便をか

けるということからですね、協議をした中で今回水の供給については北海道さんが何らかの形

でしてくれるということで、私どもの方は清掃部分と企業さんに電気も含めてお借りをするよ

うなことで、そこの賃借料ということで４２万７千円を計上したところでございます。 

（「はい、７番」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、花輪議員。 

○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）○７番（花輪政輝議員）    とりあえず、本年度が供用が開始されて継続されるということは大変

関係者の皆さんにとっては望ましい状態なんですが、不安なのは企業さんがいったん撤退を決

めた以上は撤退されるんだろうなあ、将来にわたって。そういうことで今後ですね継続的に望
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岳台のトイレが運営されるのか、継続的な運営についてはどのように考察されているのでしょ

うか伺います。 

（「はい」の声） 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、浜田町長。 

○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田○町長（浜田    哲君）哲君）哲君）哲君）    今回このようなちょっとバタついたようなこと、トイレが使えないんで

ないかというふうな情報が出たということは大変申し訳なく思っています。道と協議したんで

すけども、なかなかやはり厳しい状況であるということで休止を決めたところでありますけど

も、トイレの運用については我々もそういう町内の方々なり、企業の方々が運営する部分につ

いて水の供給ですかそういった部分、トイレの管理にご苦労いただいてるもんですから、町と

しても支援をしてきたところであります。今回、休止という状況になって道と話をしたんです

けども、最初の段階で道はですねタッチしないというような意向だったもんですから、設置者

が責任を持たないっていうことはどういうことだということで、道とのやりとりを担当を通じ

てさせていただきました。ただ、施設が古いもんですからやはり更新ということも我々の将来

の展望には据えていかなきゃならんというふうに思ってますので、そういう面からすると維持

管理の方に道の方が抜けるということになりますと将来の展望もなかなか難しいということ

になります。ですからどうしても道は、この維持管理については関わってもらわなきゃならん

ということを考えておりまして、今回そういった部分について費用負担をし合いました。お互

いの費用を出しあってやりましょうということになりましたので、今回提案をさせていただく

ものでありますのでご理解いただきたいと思います。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    はい、他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで議案第３号についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第７、議案第３号の件を採決します。議案第３号、平成２６年度美瑛町一般会

計補正予算についての件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第３号の件は原案のとおり可決されました。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    １１時まで休憩いたします。 

休憩宣告（午前１０時４４分） 

再開宣告（午前１１時００分） 
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○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第８ 議案第４号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第８、議案第４号、請負契約の締結についての件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、保健福祉課長」の声） 

はい、藤原保健福祉課長。 

（保健福祉課長 藤原 悟君 登壇） 

○保健福祉課長（藤原○保健福祉課長（藤原○保健福祉課長（藤原○保健福祉課長（藤原    悟君）悟君）悟君）悟君）    議案第４号の提案理由につきましてご説明を申し上げます。議

案集の２６頁をお開き願います。この請負契約につきましては、保育環境と子育て支援の一層

の充実を図るため旧美田小学校敷地内に建設をします美田保育所につきまして、４月３０日に

入札を行い仮契約を締結しているところですが、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得ま

たは処分に関する条例に基づき議会の議決をお願いするものであります。以下、朗読をもって

ご説明に替えさせていただきます。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第４号の提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第８、議案第４号の件を採決します。議案第４号、請負契約の締結についての

件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

挙手多数であります。従って議案第４号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第９ 議案第５号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第９、議案第５号、請負契約の締結についての件を議題とします。
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本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、住民生活課長」の声） 

はい、山田住民生活課長。 

（住民生活課長 山田 厚誠君 登壇） 

○住民生活課長（山田厚誠君）○住民生活課長（山田厚誠君）○住民生活課長（山田厚誠君）○住民生活課長（山田厚誠君）    それでは議案第５号、請負契約の締結についての提案理由につ

きましてご説明を申し上げます。議案書につきましては２７頁になります。請負契約の締結で

すが、４月３０日に入札を執行しました北町団地１号棟建設工事の仮契約を交わしているもの

でございます。この請負契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得また

は処分に関する条例により議会の議決をお願いするものでございます。以下、議案の朗読をも

ってご説明いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第５号の提案理由の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第９、議案第５号の件を採決します。議案第５号、請負契約の締結についての

件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第５号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１０ 議案第６号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１０、議案第６号、請負契約の締結についての件を議題としま

す。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、建設水道課長」の声） 

はい、三田村建設水道課長。 

（建設水道課長 三田村 尚樹君 登壇） 

○建設水道課長（三田村尚樹君）○建設水道課長（三田村尚樹君）○建設水道課長（三田村尚樹君）○建設水道課長（三田村尚樹君）    議案第６号、請負契約の締結についての提案理由につきまし
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てご説明申し上げます。議案集につきましては２８頁になります。平成２５年度に実施設計を

行い、本年度からセミフラット方式の歩道拡幅、電線地中化、道路改良舗装工事などの施工を

行うものであります。丸山通り線道路改良舗装工事（第１工区）は、４月３０日に入札を執行

し仮契約を交わしているところであり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例に基づき議会の議決をお願いするものであります。それでは議案を朗読いたしま

す。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第６号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１０、議案第６号の件を採決します。議案第６号、請負契約の締結について

の件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第６号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１ 議案第７号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１１、議案第７号、請負契約の締結についての件を議題としま

す。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、管理課長」の声） 

はい、宮崎管理課長。 

（管理課町 宮崎 敏行君 登壇） 

○管理課長○管理課長○管理課長○管理課長（宮崎敏行君）（宮崎敏行君）（宮崎敏行君）（宮崎敏行君）    議案第７号の提案理由についてご説明を申し上げます。議案集につ

きましては２９頁になります。美瑛中学校校舎、昭和５１年に建設し前回平成４年の大規模改

修後２２年が経過し老朽が進んでいることから、大規模改修を行うものでございます。４月３

０日に入札を執行し仮契約を交わしてるとこであり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例に基づき議会の議決をお願いするものでございます。それでは議案
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を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第７号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１１、議案第７号の件を採決します。議案第７号、請負契約の締結について

の件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第７号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１２ 議案第８号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１２、議案第８号、請負契約の締結についての件を議題としま

す。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、管理課長」の声） 

宮崎管理課長。 

（管理課長 宮崎 敏行君 登壇） 

○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）    議案第８号の提案につきましてご説明を申し上げます。議案集は３

０頁になります。提案理由につきましては、議案第７号と同様に美瑛中学校校舎の老朽化が進

んでいる機械設備について改修を行うものでございます。４月３０日に入札を執行し仮契約を

交わしてるとこであり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例に

基づき議会の議決をお願いするものでございます。それでは議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第８号の提案理由につきましてご説明を終わります。よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 
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（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１２、議案第８号の件を採決します。議案第８号、請負契約の締結について

の件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第８号の件は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３ 議案第９号 請負契約の締結について 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    日程第１３、議案第９号、請負契約の締結についての件を議題としま

す。本件について提案理由の説明を求めます。 

（「はい、管理課長」の声） 

はい、宮崎管理課長。 

（管理課長 宮崎 敏行君 登壇） 

○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）○管理課長（宮崎敏行君）    議案第９号の提案につきましてご説明を申し上げます。議案集につ

きましては３１頁になります。美瑛中学校グラウンドは、昨年の土壌調査の結果、透水性が低

いことからグラウンド全般の排水機能の改善と屋外施設の改修を行うものでございます。４月

３０日に入札を執行し仮契約を交わしてるところであり、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得または処分に関する条例に基づき議会の議決をお願いするものでございます。それでは

議案を朗読いたします。 

（議案の朗読を省略する） 

以上で議案第９号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これから質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声） 
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討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１３、議案第９号の件を採決します。議案第９号、請負契約の締結について

の件を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

はい、挙手多数であります。従って議案第９号の件は原案のとおり可決されました。 

 

閉会宣告 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    これをもって本臨時会に付議された案件の審議は全部終了しました。

会議を閉じます。平成２６年第３回美瑛町議会臨時会を閉会いたします。 

 

閉会挨拶 

 

○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤○議長（齊藤    正議員）正議員）正議員）正議員）    閉会にあたり一言ご挨拶申し上げます。予定通りの時間でですね無事

に終了することができました。心よりお礼を申し上げる次第でございます。ゴールデンウイー

ク真っ只中ということでございますし、また明日から４連休ということで車で出掛けられる方

も多いのかなというふうに思うところでございますが、どうかですね安全運転、無事故無違反

でですね楽しい旅行を過ごされますようお祈り申し上げたい。また農家の方々もですね、アス

パラの残渣等火を付けたりということで、また野火の多い時期にもなるのかなというふうに思

うところでございますが、そういったことでですね防災にはですね気を付けながら火を付けて

いただければなというふうに思うところでございます。また、天気が良くなりますと農家の

方々は寝る間を惜しんでいろいろと開墾に励まなければいけないところでございますが、どう

かですねケガのないように安全運転でですねトラクター等も運転して、ケガのないように頑張

っていただきたいということをお願い申し上げまして閉会いたします。 

午前１１時１７分 閉会 
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上記のとおり相違ないことを証するため、ここに署名します。 

 

    平成２６年６月４日 

 

美瑛町議会  議 長  齊 藤   正 

 

       議 員  森 平 真 也 

 

       議 員  花 輪 政 輝 

 

 

 

 

 

 

 


